局 0 奏 秦 灯 能 を そ 、 
さら た に 実 齋 交 女 放 能 を 洪 需 し 登場 。 
7 用 B リ X-/g77 の 77 75-550 り 


TS-850 シ リー ズ は TS-950 で 蓄積 し た 技術 を ベー ス に 
「 本 格 的 実戦 機 」 を コン セプト と し て 開発 し て まい り ま し 
夫 認 DX ヨシ テス ト 、 あ る い は ラグ チュ ー を 楽し む HAM 
の 皆さん に 充分 に 満足 し て 頂け る 本 物 指向 の HF ト ラン 
シー バー で す 。 ア マチ ュ ア 無線 を 愛し 、HF の 楽し さ を 知 


っ て いる ケン ウッ ド が 作り 上 げた 自信 作 、 TS-850 シ リー 
ズ 。 そ し て 、 こ の TS-850 シ リー ズ を お 使い に な る HAM の 
皆さん に 少し で も お 役に立て る よう 、 微 底 解 説 集 を 用 意 
8 ま * じ だく 

さあ 、TS-850 シ リー ズ で HF を 思う 存 分 楽し み ま し ょ う 。 


DSP-100 


HF THANSCEIVERH 


S 出力 100W 
標準 価格 269,000 円 (税別) 
D 出力 25W 
標準 価格 259,000 円 (税別 ) 
V 出力 10W 
標準 価格 249,.000 円 (税別 ) 
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本 解説 集 で は TS-850 シ リー ズ を 次 の 項目 別に 解説 を 
ji くま いり ます 。 

「 特 長 」 

「 主 な 機能 と 使い 方 」 

「 外 部 付加 装置 と の 接続 方 法 」 

「 回 路 説明 」 

「 定 格 」 


セイ ジィ ョ レン 」 


「 申 請書 の 書き 方 」 

ソフ ト 面 で は 使い 方 や 外部 付加 装置 と の 接続 方 法 な ど 
使う 人 の 立場 に 立っ た 解説 を 、 一 方 ハー ド 面 に お いて は 
送信 部 、 受 信 部 、 局 発 部 な ど 、 回 路 の 解説 を 中 心 と し た 
構成 に 致し まし た 。 ま た 、500W 申 請 や 、RTTY、 パ ケッ ト 
等 の 付加 装置 を プラ ス し た 時 の 申請 方 法 も 掲載 し まし た 。 

それ で は 早速 、TS-850 シ リー ズ の 特長 か ら 解 説 を 始め 
きせ は て いた だ きま . す 。 


。 


1 一 1 CW 受 信 は USB で も LSB で も 使え る CW リ バー ス 
方 式 を 採用 

|IREV] キ ー を 押す こと に より 、CW の BFO を USB、 
LSB と どちら 側 に も 選ぶ ぶ こ と が で きま す 。 こ の 機能 は ロー 
バン ド の バン ド エ ッ ジ 受 信 時 に 特に 大 き な 効 果 を 発揮 し 
ます 。 

O 同調 つま み の 回 転 方 向 と ビー ト の 変化 

CW モ ー ド で は BEFO を USB 側 に 周波 数 を 設定 し て い 
ます の で 、 同 調 つ まみ を 周波 数 の 低 じ ほう か ら 高 い ほ う 
へ と 変化 させ た 時 、 受 信 し て いる CW の 信号 は 高い ピッ 
チ か ら 低 い ピ ッ チ へ と 変化 し ます 。 [REV] キー を 押し て 
CW リ バー スモ ー ド に し た 時 は 、BFO が LSB 側 に 設定 き 
れ 、 受信 の 周波 数 関係 が 送 に な り 、 ダ イヤ ル の 回 転 方 向 
ビッ た の 2 は や 13 人 k まま 

オペ レー ター の 好み に 応じ て CW、CW リ バー スモ ー ド を 
選択 し て 運用 で きま す 。 

O CW 受 信 の 混信 除去 に 効果 的 

周波 数 関係 が 反転 する こと に より 、 目 的 信号 外 の 混信 
の ビー ト 周 波数 も 反転 し ます の で 、 目 的 信号 より 高い ピ 
ッ チ で 聞こ ぇ て いた 混信 は 、CW リバ ー ス 時 に 低い 周波 
数 の 混信 と な り 、 耳 解 度 が 上 が り ま す 。 


BOOHz | 400Hz 
1!200Hz| 800H| 
CW モ ー ド (USB) CW リ バー スモ ー ド (LSB) 


O ゼロ イン が 可能 

CW と 上 CW リ バー ス の ピッ チ を 等 し くす る よう に 同調 
つま み を 合わ せる こと に より 、 相 手 の 信号 に ゼロ 用 ン す 
ん こと た てき ます : 


1 一 2 D.R. S( デ ジタル レコ ー デ ィング シス テム ) と CW メ ッ セ ー 
ジ メ モ リー 

コン テス ト や パイ ル ア ッ プ の 呼出 し に 大 変 便利 な 
DRS( デ ジタル レコ ー デ ィング シス テム JI に EE る 083 
信 機 能 の 対応 を 行なっ て いま す 。(DRU-2・ オ プシ ョ ン 装 
着 時 ) 
SSB・FM 等 で 使用 する 音声 メモ リー は 3 チャ ン ネ ル あ 
り 、 録音 時 間 は 8 秒 X 2 十 16 秒 X 1 で す 。 まだ た 、CW ヌ メッ 
セー ジ メ モ リー を 標準 装備 で 3 チャ ン ネ ル 持 っ て お り 、 各 
チャ ン ネ ル 約 50 字 まで て メモ リー イ てき まま 6 

これ ら の 機能 は パネ ル 面 の スイ ッ チ で 操作 可能 で す が 、 
コン テス ト 時 な ど シ ビア な 状態 で の オペ レー ショ ン を 考 
應 し て D.R.S. 操 作用 リモ ー ト コン トロ ー ル 端子 を 備え て 
いま す 。( 別 記 2 一 6 項 リモ ー ト コン トロ ー ル 参照 ) 


1 一 3 転送 機能 

TS-850 を 2 台 並 べ て 運用 する 時 、 周 波数 や モー ド 情 報 
を 瞬時 に 他方 へ 転送 する こと が で きま す 。 

今 ま で トラ ン シ ー バ ー 間 で 直接 情報 の や り 取 り を 行なう 
こと は で きま せん で し た 。TS-850 2 台 の トラ ン シ ー バ ー 
を 専用 ケー ブル で 接続 し 、 そ れ ぞ れ が 互い に 転送 情報 を 
受け 入れ る 状態 に ある 時 に 、QUICK MEMO の [ML.IN] 
を 押す と 、 次 の 情報 が 送れ ます 。 

oO 送り 側 の 周波 数 

oVFO A/B 

O フ ィ ル ター 問 域 

⑩SE こ mi 

Oo メー ター の 選択 

oAIP の ON/OFF 

oO1MHz の ON/OFF 

OFINE の ON/OFF 


TS-850 


=・m。 /980009- coo- 


専用 ケー ブル で 接続 


け 側 で は 送ら れ て きた この 情報 を 処理 する 2 つの 方 法 
を 持っ て お り 、1 つ は 情報 を 一 度 QUICK MEMO 内 に 著 
えて お き 、 オ ペレ ー タ ー が 必要 に 応じ て QUICK MEMO 
の |MRI| で 呼び 出す 方 法 、 も う 1 つ は デー タ が 送ら れ て 
くる と 瞬時 に 送り 側 の 内 容 に 一 致 き せ て し まう 方 法 で 、 
回 88 テー に より 選択 する こと が で きま す 。 
この 転送 機能 は 、TS-850 2 台 の トラ ン シ ー バ ー に よる 2 
周波 同時 受信 時 の 周波 数 設定 や 、 マ ル チ オ ォ オペレーター の 
コン テス ト 運 用 に 威力 を 発揮 し ます 。 


1 一 4 DDS の 採用 と 1Hz ス テッ プ の ファ イン チュ ー ニ ング 
新開 発 の DDS(Direct Digital Synthesiser) の 採用 に よ 
曲 EN デ ッ プ ク ジ テイ オジ シ チューニング を 実現 し まし 
7 だ 2 
SE は 10Hz ス テッ プ て し じ た が 、10Hz ス テッ プ グ 
で は と どう し て も 階段 的 に 変化 する た め 、 違 和 感 が 否め ま 
上 EEE 肝 昌 2 ステ ッ プ と する こと に より と て も な め 
引か が な 』/ ナ ログ VFO に せま る フィ ー リ ング を 得 て い ま 
人 2 カテ ニー ニン グモ ー ド で は 、 ダ イヤ ル 1 回 転 で 
1kHz の 変化 量 し な り ま す の で 、 CW や SSB、 FSK で の 徴 
妙 な チュ ー ニ ング が 可能 と な り 、 ビ ギ ナ ー の 方 で も 操作 
し 易く な っ て いま す 。 ま だ た 、CW コ ン テ ス ト の 時 な ど 狂 葵 
培 の ア ィ ルター を 選択 し ファ イン チュ ー ニ ング を 使う と 
微妙 な トー ン の 差 を 楽に 出す こと が 可能 と な り ま す 。 
従来 同様 に 、 PLL の み で 構成 し よう と する と 多重 PLL ル 
ー プ が 必要 で 、 上 位 ル ー プ (10kHz お き 等 ) の 周波 数 切換 
時 に は 、 切 換え ノイ ズ が 発生 し 好ま し く 〈 く ありま せん で し 
た が 、TS-850 シ リー ズ で は 500kHz の 間 、 ノ ンス トッ プ 
呈 am に スイ ー プ し ます 。 ま た 、-DDS に は 原理 的 
に PLL の よう な ロッ クア ッ プ タイ ム ( 周 波数 を 変え て か 
5 PLL ル ー プ が 定常 状態 に な る まで の 時 間 ) が あり ませ 
ん の で 、 高 速 で 追従 し 、CW フ ルプ ブレ ー ク イン や AMTOR 
等 に 威力 を 発揮 し ます 。 


1 一 5 ワン タッ チ の メモ が で きる クイ ッ ク メ モリ ー 
今回 新しく 採用 し た クイ ッ ク メ エモ リー 機能 は 文字 通り 
瞬時 に メモ リー で き 、 か つ 上 明 時 に 呼び 出し の で きる 、 通 
常 の メモ リー と は 独立 し た メモ リー で す 。 メ モリ ー チ ャ 
ン ネ ル 数 は 5 チャ ン ネ ル で 、 最 新 の メモ リー 周波 数 か ら 65 
つっ 前 まで に MIN きれ た メモ リー 周波 数 を 保存 する スタ 
ッ ク メ モリ ー 方 式 で す 。 こ の メモ リー は 「 ち ょ っ と メモ 」 
的 使用 法 に 最大 の 効果 を 発揮 する よう に 設計 る れ て お り 、 
従来 A/B で バン ドス イー プ を 行なう よう な 場面 で は 、 こ 
の クイ ッ ク メ モリ ー を 活用 する こと に より 幅 の 広い オペ 
レー ショ ン が 可能 に な り ま す 。 


1 一 6 高音 域 に ピーク を も た せ た ハ イプ ブー スト 回 路 
TS-850 シ リー ズ は 、 高 音域 に ビ ピーク を も たせ だ ハイ 
ー ス ト 回 路 を 内 蔵 し て いま す 。 
SSB の 送信 周波 数 特性 の 2.6kHz 付 近 に ピー ク を も だ せ 、 
パイル ア ッ プ に 強い と 言わ れ て いる マイ クロ フォ ン を 使 
用 し た の と 同様 な 効果 が 得 ら 5 られ ます 。 
(当社 の ダイ ナミ ッ ク マ イク ロフ ォ ン MC-60S8 と 組み 合 
わせ て 周波 数 特性 を 決め て いま す 。) この ハイ ブー スト 回 
路 は 、 音 声 の エネ ルギー が 低 域 に 寄っ て いる 人 に 特に 効 
果 的 で す 。 自 局 の モニ ター 音 や 、 相 手 局 の レポ ー ト を 参 
考 に 上 手 に ご 利用 下さ い 。 


HIGH BOOST ON 


HIGH BOOST OFF 


T T T UP T 
0.IK 0.5K IK 2K 3K 5K 
MODULATION FREQUENCY IN KHZ 


第 2 CX-530 MIC HEAD AMP f 特 


1 一 7 外 付 DSP・DSP-100( オ プシ ョ ン ) 対 応 
DSP(Digital Signal Processor) に より 信号 処理 され 
だ SSB、CWa FSKN AM の 式 重 福 大 まき び 、SSB、 
CW、FSK の 検波 の 機能 を 持っ た 外 付 DSP・DSP-100 (オォ 
帯域 や CW 波 形 の 立 


プシ ョ ン ) が 接続 可能 で す 。 送受 信 の 


ち 上 り 時 間 を DSP-100 の フロ ント パネ ル で 設定 で きま 
す の で 、 好 み に 応 じ た 、 変 化 の ある 運用 が 可能 で す 。 

特性 に つい て は TS-950S Digital で 確立 され た デジ タル 
信号 処理 な ら 6 で は の 高 品位 の 信号 処理 が 行なわ れ ま す 。 


2. TS-850 の 主 な 機能 と 使い 方 


2 一 1 メモ リー 操作 

(|) メモ リー チャ ン ネ ル 数 は I100 チ ャ ン ネ ル で す 。 

チャ ン ネ ル 番 号 00 一 89 は 標準 な よび スプ リッ トメ モリ ー 

チャ ン ネ ル 、90 一 99 は 区 間 指 定 え メ モリー チャンネル (プロ 

グラ マブ ル VFO) で す 。 各 メモ リー チャ ン ネ ル に メモ リ 

ー で きる 内 容 は 次 の と お り で す 。 

| チェ ン ネ ル 番 号 00 一 89 90 一 99 

送受 信 周 波数 る 
モー ド 


トー ン ON/OFF つ (※) 

トー ン 周波 数 つ (※) 
上 限 ・ 下 限 周波 数 X 和 
AIP の ON/OFF 5 ペ 


X 
フィ ルター 帯域 | ら ペ 
4 
※ 


) 


ュー も 、 が = 

・ メ モリー 不可 

・ 送 受信 と も に FM モー ド で 
て 使用 する と き 


\ 


グル ント クモ の 三 守 御 


※ 


(2) メモ リー の 入力 お よび 書き 換え 

・ 標 準 え メモ リー チャ ン ネ ル の 場合 
(00 一 89 チ ャ ン ネ ル の な か で 標準 メモ リー チャ ン ネ ル 
と し て 使用 する 場合 ) 
1。 メモ リー る ぜ だ いび 周波 数 エド ne 一 


ゞ ア 。 三 し ーー 
と や の 記 


2 . M.IN キ ー を 押す 
3 . M.CH/VFO CH つま み ま だ た は テン キー で メモ リー 
チャ ン ネ ル を 指定 
4 . M.IN キ ー を 押す 
この 場合 、 既 に 入力 し て ある 情報 は 消 を 、 新 ら 6 だ に 入 
力 し だ メモ ナー 情報 が 書き 和 送 ま むれ ま 8 
・ ス プリ ッ ト メ メモリー チャンネル の 場合 
(00-89 チ ャ ン ネ ル の な か で スプ リッ トメ モリ ー チ ャ 
ン ネ ル と し て 使用 する 場合 ) 
1. メモ リー る せ だ い 受 信 周 波数 、、 モ コ N 凍 用 MG 
0 CN 設定 
2. A= ニ B キ ー を 押す 
3 . RX、VFO を B に し て メモ リー きせ た い 送 信 周 波数 
を 設定 
4. RX VEO を A に 、TX VFO を B に 設定 
5 。 M.IN キ ー を 押す 
6. M.CH/VFO CH つま み ま だ は テン キー で メモ リ 
ー チ ャ ン ネ ル を 指定 
7 . MIN キ ー を 押す 
・ 区 間 指 定 メ モリ ーー チャンネル (プロ グラ マブ ル VEO) 
(90ー99 チ ャ ン ネ ル ) 
1. メモ リー る せ た だ い 下 限 周 波数 (まほ た は 上 限 周波 数 ) 
を 設定 
2 AB キー を 押す 
3. メモ リー る せ た い 上 限 周波 数 (また は 下限 周波 数 ) 


を 設定 


4 。 VEO A に 戻し MIN キ ー を 押す 


区 間 指 定 メ モリ ー は 、 ス キャ ン の 周波 数 の 幅 を 設定 し 、 


を の 間 ど だ け を スキ ャ ン る せま す 。 た だ た と えば DX QSO を 
し た い 時 、 珍 局 が 出 て くる 可能 性 の 高い 周波 数 を 設定 
し て お く 〈《 こ と に より 他 の こと を し な が ら 6 ワッチ が 可能 
導 600D ます 。 
[区 間 指定 メモ リー の 有効 な 使い 方 の 例 ] 
DX ペデ ィ シ ョ ン て 送信 周波 数 が あら か じ め 了 予告 され て 
いる 時 な ど 、 了 予告 周 波数 土 数 kHz を メモ リー する こと に 
まり 、 確 実に QRV を キャ ッ チ する こと が で きま す 。 
(3) メモ リー の 呼び 出し 
1。 VEFOQ 動 作 を し て いる 場合 、RX、 VFO を M.CH に す 
る か 、 両 方 と も M.CH に し ます 。 
2 . M.CH/VEFO CH つま み で 希望 の メモ リー チャ ン ネ 
ル を 選択 で きま す 。 
3 . VEO 動 作 に 戻す し き は My VEFO キ ー を 押し て メモ 
リー の 内 容 を VFO に 移す か RX・VEO を A(VEO 
A) ま だ は B(VFO B) に し て 下さ い 。 
2 タク メモ リー(5 チャンネル ) 
Ez あせ だい 周波 数 、 モ ー ド 、 フ ィ ル ター な 
と を 設定 
2。 ク イッ ク メ モ リー の M.IN キ ー を 押す 
※ 5 つの チャ ン ネ ル が すべ て メモ リー され て いる 場 
合 に 手順 1 、 2 の 操作 を 行なう と すでに 1 チャン 
ネル に 入力 し て あっ た も の は 自動 的 に 2 チャ ン ネ 
ル に 移動 し ます 。 
同様 に 2 チャ ン ネ ルー 3 チャ ン ネ ル 
3 チャ ン ネ ルー 4 チャ ン ネ ル 
4 チャ ン ネ ルー 5 チャンネル に 移動 し ます 。 
5 チャンネル に あっ た だ も の は 自動 的 に 消去 る れ ま 
時 


2 一 2 スプ リッ ト 運 用 
VFEO A、VFO B、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル に それ ぞ れ 周 
波数 を 設定 し 、 送 受信 を 異な っ た 周波 数 で 交信 する こと 
9 て きま す 。 
1 . 交信 し た い DX ペ ディ ショ ン 局 を 捜す 。 
(この 時 、 メ モリ ー に 周波 数 を メモ リー る せ て お く 
と 便利 で す 。) 
2 . A= ニ B を 押す 
3 スプリット に する た め に RX が A な ら 6TX を B に ( あ 
る い は その 逆 ) に セ モット し ます 。 
※ この 時 TX-A、B ま だ た は TX-M.CH キ ー を 押す と 
一 瞬 送 信 周波 数 を 表示 し て か ら 、 受 信 周 波数 に 戻 
UN まま 


4 .F.LOCK を 押し ます 。 こ れ で 受信 周波 数 が ロッ ク る 
れ むれ ま 直 26 

5 . TF-SET キ ー を 押し な が ら 6 メイン ダイ ヤル を 回 
し DX ペデ ィ シ ョ ン 局 の 受信 し て いる 周波 数 を 捜 
し だ まま か 。 

※ メモ リー に 受信 周波 数 が メモ リー る れ て いれ ば 
RX を M.CH に A VEO も し 〈 く は B VFO を TX に す 
る と 便利 で す 。 


2 一 3 混信 除去 

本 機 の 混信 除去 機能 に は 、 メ イン 機能 と し て スロ ー プ 
チュ ー ン 、IF ノ ッ チ 、IF フ ィ ル タ 切 替 が あり ます 。 
スロ ー プ チュ ー ン は 受信 淀 域 幅 を 上 側 、 下 側 独立 し て 可 
変 で きる 機能 で す 。 その 原理 は 8.83MHz の フィ ルター と 
455kHz の フィ ルター の 前 後に ある ミキ サー の 局 発 周波 
数 を だ た くみ に 可変 きせ る こと に より 各々 の フィ ルター の 
中 心 周波 数 を 見 か け の 上 で ズラ すこ と に よっ て 実現 きせ 
て いま す 。( 従 っ て 各々 の フィ ルター の 帯域 幅 が 等 し い 時 
に 最大 の 効果 を 発揮 し ます 。) 従 来 は SSB の み の 機 能 で し 
た が 、 本 機 で は CW 時 で も 動作 する よう に 設計 る れ て い 
まお っ 
CW 用 の オプ ショ ン フ ィ ル ター を 取付 ける まで は 、SSB 
用 の フィ ルター の 帯域 を も スロー プチ ュー ン に よっ て せま 
《 す る こと で 、 よ り 混 信 の 少な い CW 運 用 が 可能 に な り 5 
ます 。 この 場合 、 専 用 の CW フ ィ ル ター より スロ ー ブ ジワ 特性 
が 多少 甘く て な り ま すか ら 、 本 格 的 に CW 運 用 を る れる 方 
は YK-88C-1、YG-455C-1 等 の 装着 を お すす めし ます 。 
第 3 図 に SSB HIGH-CUT 特 性 、 第 4 図 に LOW-CUT 特 
性 を 示し ます 。 


REF 一 21.9dBm ATTIOdB 


5dB/ 


CAL.ON 
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第 3 図 スロ ー プ チュ ー ン HIGH-CUT 特 性 (SSB) 


REF 一 2|.9dBm ATT IOdB 
5dB/ 


| 
CAL.ON 


SPAN 10.0kHz 
第 4 スロ ー プ チュ ー ン LOW-CUT 特 性 (SSB) 


本 機 の ノッ チ 回 路 は IEF 段 で 動作 する IF ノッ チ 回 路 で す 。 
SSB 運 用 時 の ビー ト 除 去 に 効果 が あり ます 。 減衰 量 は 
40dB 以 上 あり 、 を その 特性 を 第 5 図 に 示し ます 。 

IF フィ ルター 切替 は FM を 除く 全て の モー ド て で 各種 の IF 
フィ ルター を 選択 で きる 機能 で す 。 選 択 る され だ フィ ル タ 
ー は モー ド 毎 に 各々 記憶 され ます 。 混信 を 軽減 する た め 
に せま い フ ィ ル ター を 選択 する 場合 の みな ら ず 、 混 信 の 
な い 状 況 で は 通常 帯域 より 広い フィ ルター を 選択 する こ 
と で 、 よ り 音 質 の 良い 快適 な 受信 を 行 な ん ます 。 第 1 表 
に IF フィ ルター の 組合 せ を 示し ます 。 


REF 一 29.6dBm ATT IO0dB MKR A2.03kHz 
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第 5 図 


CENTER 455.0kHz 


IF ノッ チ 特 性 
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第 1 表 IF フィ ルター の 組合 せ 


表 示 
2.7kHz YK-88S 


※、※※ は オプ ショ ン フ ィ ル ター。 
ディ スプ レイ 表示 と 実際 の 帯域 幅 が 異な り ま す が 、YK- 
88SN-1(1.8kHz) 、YK-88A-1(6kHz) が 使用 可能 で す 。 


455kHz 
FM 用 CF 


12kHz 


6kHz AM 用 CF 
2.7kHz SSB 用 CF 6 
※※※(YG-455C-1) 
or(YK-455C-1) 
※※※ は オプ ショ ン フ ィ ル ター。 
ディ スプ レイ 表示 と 実際 の 淀 域 幅 が 異な り ま す が 、YG- 
455CN-1 (250Hz) が 使用 可能 で す 。 


機能 説明 と 使い 方 


2 一 4 CW メ ッ セ ー ジ メモ リー 
内 蔵 の キー ヤー に より 、 パ バド ルイ っ だ CE 
を 録音 し 、 送 信 再 生 す る こと が で きま すず 

内 蔵 の キー ヤー は 4 ビッ トマ イコ ン と EEPROM に よ 
り 、 約 50 文 字 (1 文字 = 5 長短 点 と し て ) 録音 で きる 孝 ャ 
ン ネ ル が 3 つ あ り ま す 。EEPROM を 使っ て いま す の で 、 
本 体 の 電源 を 切っ て も 、 録 音 内 容 が 保存 る され て いま す 。 
録音 は REC キ ー を 押し た 後 、 パ ドル で モー ルス を 打ち 始 
め る と 録音 が 開始 され ます (表示 1 )。CLR キ ー を 押す と 
録音 が 終わ り ま す 。 録音 の 残り 文字 数 が な く 《 な る と 自動 
的 に 録音 が 終わ り ま す 。 


表示 1 録音 状態 


再生 は VOX ス イッ チ の ON/OFF に より 、 モ ニタ ー 再 生 
と 、 送 信 再 生 を 選択 で きま す 。 再生 は 録音 し だ 量 で きま 
り ま す 。 で すか ら 、20 文 字 分 だ け 録 音 し て ある 場合 は 、 
20 文 字 分 の 再生 に な り ま す 。 DRS と 同じ よう に 連続 再生 
も ああ 

録音 、 再 生 の モー ルス の スピ ー ド は KEY SPEED ボリ ュ 
ー ム で 変更 で どき ます の で 、 ゆ っ くり し だ た スピ ー ド て 録音 
し て 、 相 手 の ス ピー ド に 合わ せ て 送信 まる とり 2 に と 
も て きま ょ 6 


5 紀 間 声 メ モリ ー 
DRS( Digital Recording System ) 

勘 22 ヨン の DRU-2 を つけ る こと に より 、 マ イク か ら 
音声 を 録音 し 、 送 信 再 生 す る こと が で きま す 。 
DRU-2 は ADM (422 ヵ 7ze /e/2 722/2727) 方 式 に よ 
る デジ タル レコ ュー ディ ング を 行ない ます 。256K ビ ッ ト の 
SRAM を 4 つ 使 い 、8 秒間 録音 で きる チャ ン ネ ル が 2 チ 
ャ ン ネ ル 、16 秒 間 録 斉 で どき る チャ ン ネ ル が 1 チャ ン ネ ル 
あり ます (ビッ トレ ー ト 32Kbit/Sec 時 )。 ビット レー ト を 
変更 する こと に より 、 録 音 時 間 を 長 て する こと も で きま 
呈 証 錠 才 ウ あ 電池 に よる バッ クア ッ プ を し て いま す の で 
本 体 の 電源 を 切っ て も 、 録 音 内 容 が 保存 る され て いま す 。 
録音 は REC キ ー を 押し な が ら 行 な いま す 。 REC キ ー を は 
な す と 録音 が 終わ り ま す 。 録音 中 は 録音 可能 な 残り 時 間 
が 表示 され ます (表示 2 )。 録 音 の 残り 9 時間 が な く な る と 
自動 的 に 録音 が 終わ り ま す 。 


表示 2 録音 状態 (残り 時 間 3 秒 ) 


再生 は VOX ス イッ チ の ON/OFF に より 、 モ ニタ ー 再 生 
ら 、 送信 再生 を 選択 で きま す 。 モニター 再生 を し て いる 
と き は 、MONI( モ ニタ ー) ボ リュ ー ム で 音量 を 調整 する 


こと が で きま す 。 再 生 時 間 は 録音 し た 時間 で きま り ま す 。 


で すか ら 、 8 秒間 録 埋 びき る チャ ン ネ ル に 6 秒間 だ け 録 
音 し て ある 場合 は 、 6 秒間 の 再生 に な り ま す 。 


表示 3 再生 状態 


複数 の チャ ン ネ ル に 理 っ て 録音 し た い 内 容 や 、 特 定 の チ 
ャ ン ネ ル を 複数 回 、 再 生 し た いと き な ど は 、 表 示 2 の 再 
生 状 態 中 に 、 つ ぎ に 再 生 し た い チ ャ ン ネ ル の キー を 押す 
と 、 連 続 し て 再生 され ます 。 連続 再生 は 最大 3 チャ ン ネ 
ル ま で 指定 で きま す ( 表 示 4 )。 


表示 4 連続 再生 状態 


2 一 5 リモ ー ト コン トロ ー ル 

ワイ ヤー ドリ モコ ュ ン に より TS-850 を 外部 か ら 操 作 す 
る こと が で きま す 。 ワ イヤ ー ド リモ ュ コン は 抵抗 分 割 に よ 
る 電圧 を A/D コ ン バ ー タ ー で 取り 込ん で 、 電 圧 に 対応 し 
た 機能 が 働き ます 。 ワ イヤ ー ド リモ ュ ン に 対応 し て いる 


モー5 は RRCE- keREC-20( REC-9。 JJLAYS う 1 PE も Y2 炎 
PEAY テ 3。 CER。 TF-SETN QUICK ML.INS QUICK 
MR、VOICE で す 。 ワ イヤ ー ド リモ ュ ン の 回 路 例 を 第 6 
図 に 示し ます 。 こ の 回 路 の 中 で 必要 な 機能 だ け リ モー ト 
ュ ン トロ ー ル の スイ ッ チ を 用 意 す れ ば 、 自 分 の 目的 に あ 
うた 軌 そ dd 民 ヨ ント セロ を を 作成 ずる こち が て きま か 。 


390 22 
PLAY-3 
560 の の 
REC-| 
820 
REC-Z 
IK 100 
REC-3 
1.5K 
CLR 
H 1.8K 270 
TF -SET 
ン 2.7K 330 
覇 準 プラ グ W  o QUICK MIN 
(直径 3 .5mm) 3 テン OUICK MR 
8.2K 220 
VOICE 
第 5 


7 ボ ボート アン ナチ ュー ナー 

TS-850 は 各 ア マチ ュ ア バン ド の 3.5MHz 癌 と 3.8 
MHz 帯 、 ま た 28MHz 帯 し 29MHz 帯 を 分 けた 11 バ ンド 分 
の 2 トカ あ ュ ニン ング 機能 を 持つ オー トマ チッ ク ・ 
ガン カナ カチ ュー ナー を 姜 備 し て いま す 。 ま た 本 機 の アン 
テ ナ チ ュー ナー に は 次 の 3 種類 の モー ド が あり ます 。 
(NASUC2SykeE こ ーー ドド 

一 度 チ ュー ニン グ ' を と る と 、 そ の チュ ー ニ ング 状態 を 記 
GOODGZ22 チ 8/ ま 282 ド を 変更 し だ と き 、 目 
動 的 に を その アマ チュ アバ ンド の チュ ー ニ ング 状態 の 近く 
に 設定 され ます 。 し だ た が っ て チュ ー ニ ング に 要する 時 間 
が 短く な り ま す 。 
2 ドナ だ し レス ーー ト 

この モー ド は 、 チ ュー ン 用 の 電波 を だ し て 、 自 動 的 に ア 
た も 6 トラン シー バー 間 の 同調 を と る モー ド で す 。 
ニュ ルリ レラ aa ヒー ド 

この モー ド は 、 オ ー ト チュ ー ン が と り に くい 時 に 

つま み と M.CH/VFO CH つま み を 使用 し て 手動 で 同調 
まろ と ヒー ニー ドイ o す 0 


使用 方 法 

アン テ ナ を 接続 し 、THRU/AUTO( ス ルー オォ ー ト ) 
スイ ッ チ を AUTO に し 、 周 波数 を 合わ せ た 後 、 AT 
TUNE ス イッ チ ナチ を 1 アッ ショ し は ま は す 5 ON AIR ラ ンズ 
と AT TUNE ラ ンプ が 点灯 し チュ ー ニ ング を 開始 し ま 
す 。 SWR が 下がり (SWR ミ 1.2) ます と 、 自動 的 に 終了 し 
解除 され 、 送 信 可 (し て も 良い 状態 ) と な り ま す 。 

次 に 他 の バン ド で 同様 に チュ ー ニ ング を 行ない ます と 、 
ズバ リュ ン の 状態 は 変わ っ て し まい ます が 、 こ の バリ ュ コン 
の 位置 は 各 バ ンド ご と に CPU に て メモ リー され て お り 、 
また だ た 元 の バン ド に 戻っ た 時 は 、(AT TUNE イ ンジ ケー 
ター が 点灯 ) プ リセ モット され 、 前 回 と 同じ 状態 に な り ま す 
の で 、 再 び チ ュー ニン グ き る せる こと な く 〈 運 用 する こと が 
て さき (あず 
但し 、 同 一 バン ド 内 で 周波 数 を 変化 させ た 場合 は 、 葵 域 
の 狭い アン テ ナ で は チュ ー ニ ング 状態 が 変わ り ま す の で 、 
この 場合 は も 5 一 度 、 チ ュー ニン グ を と り 直 し て 下さい 。 

この バリ ュ ユン の 回 転 は 全て CPU に て コン トロ ー ル きる 
れ て いま す 。 ま た 、 チ ニン グ 中 は 出力 /10W。 
MODE : CW となり ます 。 


THRU/AUTO ス イッ チ 


『 画 


W 


は 


| 


GO 寺前 


AT TUNE ス イッ チ 


オォ オー トチ ュー ン に だ よら ず 、 任 意 の チェ ゴ ニ 2 層 導 4 
ト で プリ セッ ト す る だ た め の マ ニュ アル ・ チ ュー ニン グモ 
ー ド も 備え て お り ま す 。 

マニ ュ ア ル チ ュ ー ニ ング を 行なう に は 、 ま ず 
キー を 押し な が ら POWER ス イッ チ を オン に し 、 拡 張 モ 
ー ド と し 、 マ ニュ アル チェー ニン グモ mrRIEI 下 皇 
トチ ュー ニン グ と 同様 、AT TUNE ス イッ チ を 押 U 考 
ュー ニン グ 状 態 に し ます 。 

メー ター 表示 が SWR と な り ま す の で 、 メ ー タ ー を 見 な 
が ら 、 メ イン エン コー ダー お よび サブ エン コー ダ 一 を を 
れ ぞ れ ゆ っ くり と 廻し 、SWR が 最小 に な る 様 、 調整 し ま 
も 
この 時 の メイ ン エ ンコ ュー ダー は AT ユニ ッ ト の 3 コン 
1 に 、 サ プ ブ エ ン コー ダー(M/CH) は バル コ S2 還 引 旨 耐 
て お り 、 そ れ ぞ れ 約 8 回 転 で バリ ュ ン が 半 回 転 (容量 最小 
か ら 最 大 まで ) 回転 す る 様 に な っ て いま す 。 チ ュー ニン グ 
が 終了 (SWR が 1.2 以 下 に な る か 、 ま だ は 手動 で 終了 させ 
だ 時 ) し た 時 点 の 状態 は 、 い プリセット 用 に メモ リー さる れ ま 
す 。 
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3 , 外部 付加 装置 と の 接続 方 法 


3 一 | リニア アン プ の 接続 
闘 2Z プ の スタ ンマ イコ ンド ロー ゲバ ゲ は 、 
REMOTE ュ コネクタ を 使用 し て 行ない ます 。( 第 7 図 に 
TL-922 と の 接続 図 を 示し ます 。) 
第 7 図 


TL-922 


[| 


O 則 kojlko【o 【@) 


(し 。 


RF OUTPUT 


ON に する 


注 : TL-922 の POWER ス イッ チ が OFF に な っ て いる こと 
を 確認 し て か ら 、AC ユ ー ド を 接続 し て くだ きい 。 


REMOTE コ ュ コネクタ の 接続 は 第 8 図 の よう に な っ て お おり 、 
TS-440 や TS-950 の ユン トロ ー ル ケー ブル と 共通 で 使用 
間 キ 。 す 。 
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リニア ジジ: 


(REMOTE コ ネ ク タ ) 


第 8 図 


M 三 4/ ン ブ プ コン トロ ー ル リレー は TS-850 背面 の 
LINEAR AMP ス イッ チ を ON に する と スタ ン バ イ スイ 
ッ チ に 連動 し て 動作 し ます 。 

リモ ー ト コネ クタ の 2・4 番 端子 を 7 リニア アン プ の スタ 
ン バ イ 端子 に 接続 し て リニア アン プ を コン トロ ー ル し ま 


REMOTE コ ネ ク タ 


サー ジ 吸 収 素 子 


第 10 図 


受信 コン トロ ー ル リレー 


スタ ン バ イ スイ ッ チ が ON し て か ら 6TS-850 の リニア ア 
ンプ コン トロ ー ル リン レー が 動作 する まで に 約 3ms か か 
り ま す の で 、 リ ニア アン プ が 動き 始め り る の は 3ms 二 リ ニ 
アア ンプ の リレー の 動作 時 間 と な り ま す 。 
TS-850 の 送信 立ち 上 り 時 間 は 、 セ ミ ブ レー クイ ン ・ フ ル 
デブ レー クイ ン 共 に 次 の よう に な っ て いま す の で 、 ブ レー 
クイ ン 動 作 を る せる た め に は 、 キ ー ダ ウン (スタ ン バ イ と 
同じ タイ ミン グ ) か ら 10ms 以 内 に リニア アン プ の リレー 
は ON に な っ て いな けれ ば な り ま せん 。 


に Tura 


| 
( 十 I2V) ] | 


mh ー | 
(リニア コン トロ ー ル ) 
3ms | 


第 9 TS-850 送 信 電 波 立ち 上 り タ イミ ング 


O リニア アン プス タン バイ の 高速 化 

TS-850 の リニア アン プス タン バイ を 高速 化す る の に は 
次 の 方 法 が あり ます 。 

米 ニ アル アン フン ユン トロ ー ル リン レー を 使用 せ ず に 、 キ ー ダ 
ウッ ン ( ス タン バイ ) と 同時 に 立ち 上 る RL 信 号 ( 十 12V) を 
利用 し て トラ ンジ スタ スイ ッ チ ング を 行ない 、 リ ニア ア 
ンプ の リレー を 駆動 きせ ます 。 

リニア アン プ の スタ ン バ イ 端子 が アー ス に 落ち る と リ ニ 
アア ンプ が 動作 する 方 式 の スタ ン バ イ の 時 は NPN ト ラ 
ンジ スタ を 使っ て 第 10 図 の よう に スタ ン バ イ し ます 。 
トラ ンジ スタ スイ ッ チ で は 、 リ レー の よう な 3ms も の 時 
間 が か か ら ず に ほぼ 瞬時 に ON し ます の で 、 リ ニア アン 
プス タン バイ の 高速 化 に 有効 で す 。 


ここ に 使用 する トラ ンジ スタ は 、 リ ニア アン プ に 使用 す 

る リレー の 種類 に よっ て 選び ます が 、 リ レー に 加わ る 電 
圧 、 電 流 に 対し て 十分 余裕 の ある 物 を 選び ます 。 

リレー が DC12V の 場合 に は Vcs。 60V 以 上 、IC 1A 以 上 、 
DC100V の 場合 に は Vc。。 400V 以 上 、IC 1A 以 上 の 特性 の 

物 を 使用 すれ ば 良い で し ょ う 。 放熱 器 は 特に 必要 あり ま 

せん 。 


3 一 2 RTTY タ ー ミ ナル の 接続 

TS-850 の RTTY モ ー ド は DDS で 、 マー ク ・ ス ペー ス 信 
号 を 発生 きせ る FESK 方 式 で す 。 
工場 出荷 状態 は マー ク 周 波数 表示 (オー ディ オ 出 力 は 
2125Hz) 、170Hz シ フト 、FSK キ ー ヤ ー 入 力 端子 ショ ー ト 
で マー ク 周 波数 送出 し な っ て いま す 。 
〇 シフ ト 周 波数 の 選択 
シフ ト 周 波数 は アマ チュ ア 無 線 で は 170Hz を 使用 し ます 
が 、 電 源 投入 時 の 機能 設定 ( キー を 押し な が ら 
POWER ス イッ チ を ON に する 。) で メニ ュー の 12 番 を 
M.CH/VFO CH で 選択 し て 、UP/DOWN ス イッ チ で 
170、200、425、850Hz の 中 か ら 選 ぶ こ と が で きま す 。|[CLRI| 
キー を 押す か 、 一 度 電源 や OFF に する と 設定 は 完了 し ま 
だ 
シフ ト 周 波数 を 変え て も マー ク 周 波数 は 変わ ら ず 、 ス ペ 
ー ス 周到 が 変わ り ま す 。 
O 送信 フト 方 向 の 変更 
送信 の シフ ト 方 向 を マー ク ・ ス ペー ス 逆 に し ます 。 電源 
投入 時 の 機能 設定 で メニ ュー の 11 番 で 設定 し ます 。UP/ 
DOWN ス イッ チ を 使っ て UP(ON) で キー ヤー ショ ー ト 
で マー ク 、DOWN (OFF) で キー ヤー ショ ー ト で スペ ー 
ス 周 波数 が 送出 きれ ます 。 
oO 受信 トー ン の 選択 
マー ク 周 波数 を 2125Hz (ハイ トー ン ) と 1275Hz( ロ ー ト 
ー ン ) で 選択 で きま す 。 電 源 投 入 時 の 機能 設定 で メニ ュー 
の 13 番 で 設定 し ます 。UP/DOWN ス イッ チ を 使っ て 、UP 
で 2125Hz、 DOWN で 1275Hz の トー ン の 時 、 受 信 周 波数 
と 受信 表示 周波 数 が 等 し て な り ま す 。 
送信 は AFSK で は あり ませ ん の で 、 ロ ー ト ー ン を 選ん で 
も AFSK で 起こ り が ちな スプ リア ス の 発生 の 心配 は あり 
ませ ん 。 
O キー に よる FSK リ バー ス 
|IREV | キー を 押す と 、USB 側 の BFO を 使用 し た 受信 に な 
り ま す 。 送信 も マー ク ・ ス ペー ス の 極性 が 反転 し た 、 受 
信 時 の ビー ト 周 波数 に 対応 し た 送信 周波 数 が 得 ら れ ま す 。 


2125Hz 


BF0 | 
マー ンク 


スペ ベー ネズ 


FSK モ ー ド の BFO(LS 側 ) FSK リ バー ス の BFO(US 晶 側 ) 


第 11 図 


[REV| キー を 押す と 、 第 11 図 の よ うに マー ク 周 波数 の 
2295Hz の オー ディ オ 出 力 が その まま 得 ら れる 周波 数 に 
BFO を USB 側 に 切り 換え ます 。 そ れ ま で の スペ ー ス 信号 
の オー ディ オト ー ン は それ まで の 2295Hz か ら 170Hz 低 
い 2125Hz に な り ま す 。 

O 接続 

ACC2 コ ネ ク タ と RTTY タ ー ミ ナル を 第 12 図 の よう に 接 
続 し ます 。 

AF 出力 端子 ( 3 ・ 4 番 ピ ン ) は AF つま み に 関 係 な く 出力 
され ます 。 大 入力 受信 時 に お いて 4.7kQ 終 端 で 300mV 以 
上 の 出力 が 得 5 れ ます 。 


に ーー 
RTTY タ ー ミ ナル 
スタ ン バ イ 端子 


AF 出力 シー ルド 線 RTTY タ ー ミ ナル 
ACC2 コ ネ ク タ ん F 入 力 端子 
RTTY タ ー ミ ナル 
RTTY 端 子 キー イン グ 問 子 
第 12 図 


3 一 3 パケ ッ ト 用 TNC の 接続 

市 販 さ る れ て いる TNC と の 組合 せ で パケ ッ ト 通 信 を 運 
用 する 場合 に は 、USB ま だ た は LSB モ ー ド を 使用 し た 
AFSK で 行ない ます 。 
O パケ ッ ト の 表示 周波 数 
HF300BAUD の パケ ッ ト 通 信 で は 200Hz シ フト で 行 な 
われ て いま す が 、TNC の 種類 に よっ て AFSK に 使用 する 
トー ン の 周波 数 は 1600/1800Hz、2025/2225Hz、2110/ 
2310Hz と 様々 で す 。 
交信 相手 の トー ン 周 波数 が 異な る 組合 せ の 200Hz シ フト 
で 運用 し て いる 場合 に は 、 お 互い の トラ ン シ ー バ ー の 表 


示 周 波数 は 一 致 せ ず 、 正 し い 運 用 周波 数 だが わ かり に くく 〈 
な り ま す 。 

パケ ッ ト 通 信 で は USB・LSB い ずれ で も 相手 局 の 信号 を 
復調 可能 で す の で 、 と どちら を 使用 し て も 良い の で す が 、 
LSB、 USB モ ー ド で は 表示 周波 数 は キャ リヤ ポイ ント 周 
濾 数 で すか ら 、 送 信 る れる 電波 の 周波 数 は AFSK の 変調 
周波 数 分 、LSB で は 低く 、USB で は 高く な り ま す 。 

O 接続 

ACC2 コ ネ ク タ を 使用 し て 第 13 図 の よう に TS-850 と 
TNC を 接続 し ます 。 


TNC の スタ ン バ イ 


TNC の 変調 出力 
GND 


TNC の GND 


TNC の AF 入力 
GND 


ACC2 の 3・4 番 ピン は AF つま み に 関 係 な オー ディ イオ 
が 出力 され ます 。 大 入力 受信 時 に お いて 4.7kQ 終 端 で 300 
mV 以上 の 出力 が 得 ら れ ま す 。11・12 番 ピン へ TNC か ら 
の AFSK 信 号 を 入力 し ます が 、 TNC に よっ て は この 出力 
レベ ル が か な り 大 きい 物 も あり ます 。TS-850 の MIC ゲ イ 
ン は MIC 入 力 の ヘッ ドア ンプ の 後に あり ます の で 、 過 大 
入力 の 場合 に は MIC ゲ イン を 下げ て も 入力 オー バー ひ 
ずみ は 改善 さき れ ま せん 。 

この 時 は トラ ン シ ー バ ー の 底 ケ ー ス を 開け て 、IF ユ ニッ 
ト の VR18 で 入力 を 下げ ます 。MIC ゲ イン ツマ ミ が 12 時 
の 位置 の 時 、ALC レ ベル が ゾー ン 最 大 ほ と な る よう に VR 
18 を 調整 すれ ば 、 き れい な 変調 が 得 ら 5 られ ます 。 9 番 ピ ビン 
が スタ ン バ イ 端子 で す が 、 こ こ を アー ス す る と TS-850 は 
送信 し ます が 、 こ の 端子 か ら の スタ ン バ イ 時 は MIC か ら 
の 信号 は ミュ ー ト る され 、MIC か ら の 変調 は か か ら な くだ な 
0 また 。 
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3 一 4 トラ ンス バー タ の 親 機 と し て の 接続 方 法 

本 機 に は 専用 の トラ ンス バー タタ 端子 は あり ませ ん が 、 改 
造 す る こと に より ドラ イブ アウ ト を 外部 に 取り 出す こと 
が で きま す 。 改造 方 法 は 必ず 取扱 説明 書 を ご らん の 上 、 
行なっ て 下る い 。 


この 使用 方 法 は 高度 な 知識 と 技術 が 必要 で す 。 


接続 に は 十分 ご 注意 下 き い 。 


ドラ イブ アウ ト の 取出 し は バン ドス コー プ ジ 用 の 出力 敵 子 
(RCA) か ら 行 な いま す 。 
ュ ン バー タ の 入力 端子 は 本 体 の アン テ ナ 入 力 端 子 (M 型 
コネ クタ ) を 使用 し ます 。 


第 14 図 トラ ンス バー タ の 接続 図 


な お 、 上 図 の よう な 接続 を し た 場合 、 本 機 の PWR つま み 
は 動作 し ませ ん の で 、 通 常 は 時 計 方 向 に 回 し 切り に し て 
に こと 8 上 

外部 ALC 入 力 は (一) 入力 で す 。 約 一 9V か 6ALC 回 路 が 
動作 し ます 。 

また 周波 数 読取 り が 不便 に な ら な いよ うに 、 本 体 の 周波 
数 表示 を 50、 144、 430MHz の いずれ か に 変更 で きる 機能 
が あり ます 。 

oo の の こっ On ホテ へ の アゲ ローチ 

TX 

1) ドラ イブ アウ ト か ら 見 た ドラ イブ 信号 の スペ クト ラム 。 
28MHz、CW、 パ ワー コン トロ ー ル を MAX に し 、CAR 
で 出力 を 0dBm に 調整 し た 時 の スペ クト ラム を 第 15 図 に 
に お お 


スベ アナ 


第 15 図 一 a 測定 方 法 


ご 


RL 10.00dBm 
* ATTEN 20dB 


10.00dB/DIV 


CENTER 50.0MHz 
※※RB 300kHz ※VB 1I0.0kHz 


SPAN 100.0MHz 
ST I00.0msec 


第 15 図 一 b 出力 0dB 時 の ドラ イブ アウ ト の スペ クト ラム 


2) ドラ イブ アウ ト (28MHz) を 22MHz の 外部 局 発 に よ 
り 50MHz に 変換 し た 時 の スペ クト ラム を 第 16 図 に 示し 
お 二 


D.B.M 
R&K M-29CA 


06762 
28MHz、CW 一 2dBm 


スペ アナ 
(入力 ATT =20dB) 


SG 22MHz 十 14dBm 


第 16 図 一 a 測定 方 法 ・ 条 件 
RL 0.00dBm 
※※ATTEN 20dB | 
I0.00dB/DIV 
開 | 
1 
抽 開 
日 
細 | 人 | 
LULLuUULU 。 I 
CENTER 50.0MHz SPAN 100.0MHz 
※RB 30.0kHz ※VB1.00kHz ST 10.00sec 


第 16 図 一 b 変換 後 の ス ペク トラ ム 


7 ダ 


目的 の 50MHz 以 外 の 信号 が 多数 見 えて いま す が 、 こ れ は 
D.B.M. の 出力 に フィ ルター が 入っ て いな いた めで す 。 こ 
こ で 問題 に な り そ う な スプ リア ス は 22MHzX 2 の 
44MHz の よう で す 。 ま た だ 一 12MHz、 十 10MHz あ た り に 
も スプ リア ス が いま す の で Mixer 出 力 の B.PEF. は スカ ー 
ト 特性 の 優れ た も の が 必要 と 思わ れ ま す 。 

3) 2) と 同じ 条件 で 出力 スペ クト ラム を スパ ン 20MHz 
で 見 た も の を 第 17 図 に 示し ます 。 

送信 ミキ サー で 問題 に な る の は 、 目 的 変換 出力 の 帯域 内 
に 落ち て くる スプ リア ス で す が 、 こ の 状態 で 出力 周波 数 
が 50 一 52MHz に な る よう に ドラ イブ アウ ト の 周波 数 を 
スイ ー プ し て み ま し た が 特に 目立つ 近接 スプ リア ス は あ 
り ま せん で し た 。( 実 際 に は スパ ン を 10kHz く 《. ら い に し て 
超 近 接 ス プリ アス ま て で 確認 し て みる 必要 が あり ます 。) 


RL 0.00dBm 
※ATTEN 20dB 


10.00dB/DIV 


gi 


CENTER FREOUENCY 


スパ ン 20MHz で 見 た スペ クト ラム 


CENTER 50.00MHz 
※RB 30.0kHz ※VBI.OOkHz 


SPAN 20.00MHz 
ST 2.000sec 


第 17 図 


RX 

1) 受信 用 の クリ ユン の 構成 で す が 、REF AMP、Mixer 
と も 2SK-125 ク ラス の J-FET を 使用 し た も の が 良い で 
し か oy 

RF AMP(ANT の ステ ッ プ アッ プ を 含め て ) の ゲイ ン を 
20dB 以 上 取る 場合 は 、 本 体側 の AIP を ON に し な いと 大 
入力 特性 が 悪く な り ま す 。 

な お 、 ド ライ ブ ア ウ ト に 加え る DC 電圧 の 印加 を や め て 送 
信 し ます と 、 本 体 の アン テ ナ 端 子 か ら パ ワー が 出 ま す の 
で クリ コン 側 を 破損 する こと に な り ま す 。 こ の 点 十 分 ご 
注意 下さ い 。 


3 一 5 パソ コン イン ター フェ ー ス 接続 法 

oO DIN 接 続 ケ ー ブ ル は 、IF-232C に 付属 の も の を つか 
全 ま す 。 

6 。 RS-232C と ケー ブル は 、 パ ソコ ユン の RS-232C の コネ ク 
タ の 2 番 ピ ビン が 出力 (送信 デー タ ) の 場合 は 、 ス トレ 
RS ジレ を 、 入力 (受信 デー タ ) の 場合 は 、 クロ 
スケ ー ブ ル を 使用 し ます 。 


RS-232C ケ ー ブ ル 
DIN 接 続 ケ ー ブ ル 


| 4 . 回 路 説明 


4 一 1 送信 部 

送信 部 は 第 1IF が 455kHz、 第 2IF が 8.83MHz、 第 3IF が 
73.05MHz の トリ プル ュ コンバージョン に な っ て いま す 。 
マイ ク よ り 入 っ た 音声 信号 は IF ユニ ッ ト で 455kHz の 
SSB 信 号 に 変換 され 、8.375MHz の ロー カル 信号 と 混合 
し 8.83MHz に 変換 ふれ 、RF ユ ニッ ト に 大 り ま す ( 写 真 
| 
RF ユニ ッ ト で 64.22MHz と 混合 し 73.05MHz に 変換 さる 
れ 、 き る ら に 最終 VCO と 混合 され て 目的 の 送信 周波 数 に な 
り ま す (写真 2 )。 こ の 状態 で の レベ ル は 1-10mW 程度 な 
の で これ を ファ イナ ル ユ ニッ ト で 約 100W に 増幅 し ( 写 
真 3 )、 フ ィ ル ター ユニ ッ ト て で 高調 波 を 減衰 きす せ アンテナ 
より 出力 し ます (写真 4 )。 


TS-850 で は 送信 時 の スプ リア ス を 従来 機 以上 に 下げ 

る だめ 

① フ ィ ル ター ユニ ッ ト の ロー パス フィ ルター の 定数 の 
見 直し 

② 最 終 ミ クサ ー の 出力 を 受信 の バン ド バ パス フィ ルター 
を 通す 

③ 各 ステ ー ジ どの レベ ル 配 分 の 見 直し 、 及 び バ イア ス の 
適正 化 
を 行なっ だ こと に より すべ て の バン ド に お いて 一 60 
dB 以下 を 実現 し まし た 。 

第 18 図 一 第 19 図 は 、 代 表 的 な バン ド の スプ リア ス の 特 

性 で す 。 


REF 16.7dBm ATT 40dB 
I0dB/ 


CAL. ON 
ト 


+ 


SWP 5s 


REF 16.7dBm ATT 40dB 
10dB/ 


SPAN 50.0MHz 
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1 
CENTER 25.0MHz 


CAL. ON 


SWP 5s 


REF I5.7dBm ATT40dB 


1 
SPAN 100MHz 


第 19 図 


三 
CENTER 50MHz 


!0dB 


CAL.ON | 


| 
1 
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4 一 2 受信 部 

本 機 の 受信 回 路 構 成 は トリ プル スー パー へ ヘテロダイン 
rr 家 
第 21 図 に その 概要 を 示し ます 。 
信号 の 流れ に 従っ て 各部 の 特長 を 解説 し ます 。 
O RF ATT 
従来 は 0 一 10 一 20 一 30dHB と 10dB ス テッ プ で し た が 、「 も 
っ と 細く 可変 し た い 。」「30dB は 使用 し な い 」 と いう 声 が 
多い の で 本 機 は 0 一 6 一 12 一 18dHB の 6dB ス テッ プ に し 
て いま す 。18dB 以 上 の アッ テ ネ ー シ ョ ン が 必要 な 場合 は 
AIP( 後 述 ) を ON に する と 更に 約 12dB 信 号 を 減衰 きせ る 
こと の パ で WS まお 
O RF BPF ・ 
第 2 表 に RF BPF の 周波 数 分 割 を 示し ます 。 第 2 表 で お 
わか り の よう に 、 ハ ム バ ンド ー つ に BPF を ほぼ 一 つ ず つっ 
割当 て て いま す 。 特に 7 、 14、 21MHz の 各 バ ンド は 最も 
アク ティ ビ テ ィ の 高い バン ド で すか ら 、 各 々 専用 の 狭 帯 
域 BPF を 用 いて いま す 。 を の 特性 を 図 22、23、24 に 示し 
まず 5 
これ ら の 狭 帯 域 BPF の 実際 の 働き を 見 て み ま し ょ う 。 第 
25 図 は 1990 年 秋口 の 夕方 さろ 、3.5/7MHz の ダブ ル ダ イ 
ポー ル (25mH) を スペ クト ラム アナ ライ ザー に 接続 し 、 
BC 帯 か み ら 28MHz ま で スイ ー プ きる せ た だ もの で す 。 季節 が 
冬 に な り 、 時 間 も 夜 半 に な る と 第 25 図 に 観測 きれ た 電波 
は 更に 20dB 程 強く 《 な る こと と 思わ れ ま す 。 さき て 、 第 26 
図 、 第 27 図 は 各々 7 一 7.5MHz、14 一 14 .5MHz の BPEF を 前 
述 の アン テ ナ と スペ クト ラム アナ ライ ザー の 間 に 入 れ 、 
ほぼ 同時 刻 に 同じ 測定 を し た 結果 で す 。 第 25 図 と 比較 し 
不要 な 電波 が 大 幅 に カッ ト る れ て いる こと が お わか り い 
だ だ ける を と 思い ます 。 


第 2 表 


バン ド 分 割 HAM BAND 


100kHz(30kHz) 一 500kHz 


500kHz 一 1.62MHz 
1.62MHz 一 2.5MHz 


2.5MHz 一 4MHz 
4MHz-7MHz 
7MHz 一 7.5MHz 
7.5MHz 一 10 .5MHz 
10.5MHz 一 14MHz 
14MHz 一 14 .5MHz 
14.5MHz 一 21MHz 
21MHz 一 22MHz 
22MHz 一 30MHz 24 .5、28MHz 


RF ATT BPF 群 
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第 27 図 14 一 14.5MHz BPF を 通し て みた 電波 


O AIP/RF AMP/lst Mixer 

ANT 入 力 か ら 1st Mixer ま で を 総称 し て フロ ント エン ド 
と 呼び ます 。 フ ロン ト エ ンド の 設計 が 悪けれ ば 、 い か に 
優れ た スロ ー プ チュ ー ン や ノッ チ が あっ た と し て も 何 の 
役 に も 立ち ませ ん 。 それ は 、 フ ロン ト エ ンド で 実際 に は 
存在 し な い ゴ ー ス ト 電 波 を 作り 、 そ れ が 目的 と する 信号 
を マス ク し て し まう か ら で す 。 を その ラロ ント エン ド の 中 
で 最も 重要 な 回 路 は 、 ミ キサ ー 回 路 で す 。 本 機 は TS-950 
で 開発 る され た クワ ッ ド ミキ サー を 採用 し 、 入 出力 ポー ト 
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の 整合 条件 、 局 発 レ ベル な ど 細 部 も や リ ファ イン し た 結果 、 
ダイ ナミ ッ ク レ ンジ 108dBH、 イ ンタ ー セタ 較 詳 人 衣 
土 30dBm と いう トッ プク ラス の 性 能 を 実現 し て いま す 。 
第 28 図 に AIP ON 時 、 第 29 図 に AIP OFF 時 の ダイ ナミ ッ 
ク ピ ジ ジ 特 性 を 示 じ ぎ すず 8 

その 他 フ ロン ト エ ンド の 性能 を 向上 る せる 条件 と し て は 、 
目的 と し な い 電 波 の 排除 能力 を 高め る 、 必 要 以 上 に ミキ 
サー まで の ゲイ ン を 取り すぎ な い 、|E いあ 
れ ま す 。 最 初 の 条件 に つい て は RF BPF の 項 で 解説 し た 
通り で す 。 次 の 条件 を 満た す 機 能 と し て AIP (Advanced 
Intercept Point) 機能 を 採用 し まし た 。 AIP ON 時 は アン 
テ ナ 端 子 か ら ミ キサ ー 入 力 ま で の ゲイ ン が 0dB に な る の 
で 、 ミ キサ ー 自 体 の 大 入力 特性 を 最大 限 に 発揮 で きま す 。 
AIP ON で も 必要 か つ 十 分 な 受信 感度 が 得 ら れ ま す が 、 

f が 高い バン ド や コン ディ ショ ン の 変化 に と も な い 、 更 に 
受信 感度 を 高く し た い 場 合 が ある か と 思い ます が 、 こ の 
よ ょ うな 時 は AIP を OFF に し ます と RF BPR RIKdiGI69 
間 に プ リア ンプ が 入り ます 。 本 機 は この プリ 前 
ミッ ドバンド 用 と ハイ バン ド 用 に 各々 専用 の 回 路 
を 持つ 構成 に な っ て いま す 。 ロ ー、 ミ ッ ド NZNOZ0 
アン プ は 2SK-125 を 用 いた 大 入力 特性 の 優れ た 回 路 に な 
っ て お ぢ おり 、24MHz、28MHz を 含む ハイ バン ド で は 
3SK-131 を 使用 し た 感度 優先 型 の 回 路 に な っ て いま す 。 

第 30 図 に 受信 感度 特性 の 一 例 を 示し ます 。 


に デミ 


IM DYNAMIC RANGE 


FREO : 14.I50MHz MODE : CW 0UdB=56V 
IF B.W : .50KHz SEPFREO : 十 50KHz 
N.F.L : 一 132.6dBm  D.R:I08.8dB IP: 十 30.6dBm 
20 
10 
gm 
上 己 
TI] 0 
上 
ニ 
[本 
ニコ 
(っ 拓 呈 
呈 に ニニ に ドー に 
記 LEEL ゴ 
ー20 
1 「 電 療 1 
三 】40. 証 二 J200 三 (U00 軍 二 80 =60 三 40 己 2 0 


ANT INPUT LEVEL[dBm] 


第 28 図 AIP ON 時 の ダイ ナミ ッ ク レ ンジ 特性 


IM DYNAMIC RANGE 


FREO: 14.I150MHz MODE :CW 0dB=64V 
IF B.W : .50KHz SEPFREO: 十 50KHz 
N.F.L : 一 I41.0dBm  D.R:I02.8dB IP: 十 13.2dBm 


AUDIO LEVEL[dB] 


ー140 


20 100 201 ーー60 =40 520 0 
ANT INPUT LEVEL[dBm] 


第 29 図 AIP OFF 時 の ダイ ナミ ッ ク レ ンジ 特性 
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「 1 1 ー ト + 
9 上 有 3 7 2.5 4 


O lst Mixer 以 降 

以下 の 段 は 混信 除去 機能 (前 述 ) を 実現 する と と も に 、 微 
弱 な 受信 波 ス ピー カー を 駆動 で きる レベ ル ま て 増幅 す 
る 働き を も っ て いま す 。 

を の 他 の 特長 の ある 付属 回 路 に つい て 説明 し ます 。 
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アン 衣 > ラン パ ン ンク エー 

NB2 動 作 時 、 プ ランキ ング パル ス 幅 を 可変 び で きる よう 
(NB2. WIDTH コン ロール ツウ ツマミ を 設け まし た 状 
況 に 応じ て 最良 な 可変 幅 が 設定 で きま す 。 

Oz Nb 

最高 級 機 ほ 同様 に ピッ チコ ント ロー ル に 連動 し て サイ 
ド ト ー ン の 周波 数 が 変わ り ま す 。 故に 、 ピ ッ チ を 変え 
た 場合 で も 正しい ゼロ イン が 可能 で す 。 
ーー バン トロ トコ テ ソ い 

4 記 IN204-62. の トミコ 2 94 ト 。 ロ ーー ルイ 。 わ 2 ペド 
ホン 使用 時 な ど 、 外 来 の サー ノイ ズ が 気 に な る 場合 に 
効果 が あり ます 。 


4 一 3 局 発 部 

本 機 の 局 発 系 は 、 大 幅 な DDS 化 に より 、 小 型 化 と 高 信 
頼 性 を 実現 し まし た 。 第 31 図 が PLL 系 周波 数 構成 で す 
が 、 従 来 3 重 PLL ル ー プ を 構成 し て いた 第 1 局 発 は DDS 
の 採用 に より 、 単 一 の パー デジ と な づつ て お り ま す 。DDS 
(zzec7 の gz2/ Syz 太 esZsez) は 従来 の PLL の 様 に VCO で 
発振 し た も の を 分 周 し た 比較 し て … な ど と いう 複雑 な フ 
ィ ー ド バッ クル ー プ で 制御 する 方 式 と は 全く 違い 、 マ イ 
ュ ン より 与え られ た だ データ に 基づい て 、 直 接 信号 を 合成 
する も の で す 。 

周波 数 精度 は DDS に 与え を る クロ ッ ク に 依存 し 、 完 全 一 発 
管理 方 式 し な っ て お な お り ます 。 も ちろ ん TCXO( 温 度 補 障 
型 水 品 発振 回 路 ) (写真 5 )S0-2 が オプ ショ ン で 内 蔵 で き 
ます -。 

本 機 に 使用 し た DDS は 専用 に 開発 る され た ゲー ト ア レ 
イ で 構成 きれ て な り 、 ス プリ ッ ト 運 用 等 で 送受 で 周波 数 
が 変わ る 場合 の 為 に 、 2 つの 周波 数 々 メモ リー を も っ て お 


り 、 送 受 び で デー タ を 送り 変え る こと な いく (高速 な 周波 数 切 
換え が で きま す 。 ま た 周波 数 変調 入力 を 備 を て お り 、 直 
接 周 波数 変調 FSK に 対応 し て いま す 。 


4 


3rd 73.05MHz 2nd 


VC03 MoNroR 


<) DET QC) 


Ref. Osc. 


(ぐつ 20MHz 


DSP TIF 
8.83MHz lst 455KHz BM 
NN 
ーーーw 
AF OUT 
(36.89IKHz) 
DSP RIF 


(DSP RX : 491.892kHz) 


連れ 


MONITOR 


8.375MHz 455kHz 
DDS2 DDS3 


SIDE TONE 


0.95 て 0.45MHz 


ント = ャ 相 間 


第 31 図 PLL 系 周波 数 構成 


動作 

マイ コン より 与え られ た 周波 数 デー タ は 、 シ リア ルー 
パラ レル 変換 され きき 2 つの ラッ チ に より 2 つの デー タ を 
も っ て お き 、 そ れ が セレ クタ ー に より 選択 る され 、 周 波数 
変調 用 の 信号 と 加算 きれ 、 こ こ で 周波 数 デ ゲー タ と な り ま 
す 。 こ の 信号 に より 位相 累 加算 を 行ない に 、 そ れ ぞ れ の デ 


位相 を 加算 し て ゆく と 、 そ れ ぞ れ に 応じ た デー タ が 読み 


出 き れ 、 そ の 電圧 が 出力 きれ る 。 


DDS 構 成 図 


2 の 


ー タ を ROM (サイ ン 波 形 の 振幅 デー タ が 入っ て いる ) よ 
り 取 り 出 し ます - こ の デー タ で DA コン クコ 220E 
し 、 サ イン 波 と な り ま す 。 この 出力 信号 は まだ 不純 な 成 
分 を 含ん で いま す の で キャ リア ユニ ッ ト で は 、 こ の 信号 
を フィ ルター に 通し て 増幅 し 、 ま た 周波 数 変換 きれ だ の 
ち 、 各 ユニ ッ ト へ 配分 され ます 。 
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SAMPLE 
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SWP 300s 


SPAN 50.0kHz 


CENTER 87.226MHz 


TS-850 1st 局 発 の C/N f:14.175MHz 


5。 定格 


定 格 

人 モデ ル | rsdss rsssnp 
電波 型式 A3T(LSB、USB) 、A1(CW) 、A3(AM) 、F3(FM) 、F1(FSK) 
メモ リー チャ ン ネ ル 数 100 


一 。 O 3 50 
に ン ピ ー ダ が > es 
ーー アン テ ナ チ ュー ナー 使用 時 20 一 1500( 送 信 の み ) 


電源 電圧 DC13.8V 土 15% 
般 | 接地 方 式 マイ ナス 接地 


消費 電流 


受信 ( 無 信 号 時 ) 2 A 
送信 (最大 ) 20.5A 10A 5A 
使用 温度 革 囲 ー10C で 一 十 50 で 


周波 数 安定 度 (一 10C て 一 十 50C に お おい て) 土 10X10-$ 以 内 
様 | 周波 数 確度 (室温 に お いて ) 土 10X10-* 以 内 
寸法 [ 幅 x 高き X 奥 行き ] 330X120xX334mm 
( ) 内 は 突起 物 を 含む (339X135 x 375mn) 
重量 約 10.9kg 
160m バ ンド 1.9075 一 1.9125MHz 
80m バ ンド 3.5 ー 3.575 MHz 
75m バ ンド 3.791 一 3.805 MHz 
40m バ ンド 7.0 ー 7.1 MHz 
5 た 30m バ ンド 10.1 ー 10.15 MHz 
三 D け 日 
送信 周波 数 範 半 20m バ ンド 140- し 二 コ ティ 4395 た ME 贅 
17m バ ンド 18.068 一 18.168 MHz 
15m バ ンド 導 に (W ー 21.45 MHz 
12m バ ンド 24 .89 ー 24.99 MHz 
送 10m バ ンド 28.0 ー 29.7 MHz 
SSB、 100W 10W 
信 1.9 一 FSK、FM | MIN 20W 以 下 2W 以 下 
9 24.5MHz 1 MAX 40W 4W 
時 20W 以 下 2W 以 下 
送信 出力 
部 SSB、CW、 50W 25W 10W 
FSK、FM 10W 以 下 5W 以 下 2W 以 下 
28MHz 
Ni MAX 20W 4W 
MIN 10W 以 下 2W 以 下 
SSB 平衡 変 調 
変調 方 式 FM リア クタ ンス 変調 
AM 低 電 力 変調 
スプ リア ス 発 射 強度 aa 
搬送 波 抑圧 比 ( 変 調 周波 数 1.5kHz) 40dB 以 上 
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TS-850S 


不要 側 流 淀 抑圧 比 ( 変 調 周波 数 1.5kHz) 
最大 周波 数 偏 移 (FM) 
送信 周波 数 特性 (SSB) 


TS-850D TS-850V 


40dB 以 上 
ュ 5kHz 以 下 
400 一 2600Hz( 一 6dB 以 下 ) 


10Hz ス テッ プ 時 
20Hz ス テッ プ 時 


XIT 可変 男 囲 


マイ クロ ホン イン ピー タダ ンス 


1 2k 昌 z 届 人 
土 2.4kHz 以 上 
600)2 


受信 方 式 


トリ プル コン バー ジョ ン 方 式 


受信 周波 数 範囲 100kHz 一 30MHz 
中 間 周波 数 | 第 1 : 73.05MHz、 第 2 : 8.83MHz、 第 3 : 455kHz 
SsB、 CW。 100kHz-500kHz ー14dBz (0.2V) 以下 
FSK 500kHz-1.62MHz 12dBz (4zV) 以 下 
(10dB 1.62MHz-24.5MHz ー14dBz(0.2zV) 以下 
和 SN/N) | 24.5MHz-30MHz ー18dBg (0.13zV) 以 下 
100kHz 一 500kHz 6dB(2zV) 以 下 
0 500kHz-1.62MHz | 30dBz(32zV) 以 下 
SHNND 1.62MHz-24.5MHz 6dBz(2zV) 以 下 
24.5MHz30MHz 2dBz(1.3zV) 以 下 
FM2dB SINAD) | 28MHz 一 30MHz 
信 SSB、CW 、FSK ー6dB : 2.4kHz、 一 60dB : 3.8kHz 
選択 度 (初期 設定 値 ) AM ー6dB : 6kHz、 一 60dB : 15kHz 
と 1 FM 本 ー6dB : 12kHz、 一 60dB : 24kHz 
イィ メー ジ 妨 害 比 80dB 以 上 (1.830MH2) 
第 1 中 間 周 波 編 害 比 80dB 以 上 (1.8 一 30MHz) 
ノッ チ フ ィ ル ター 減衰 量 40dB 以 上 
く 10Hz ス テッ プ 時 記 昌 2k 時 z 以 諾 
IA 20Hz ス テッ プ 時 土 2.4kHz 以 上 
100kHz 一 500kHz 6dBz(2zV) 以 下 
スケ ル チ 0 2 500kHz-1.62MHz 26dBz(20V) 以 下 
感度 4 1.62MHz30MHz | 6dBz(2zV) 以 下 
FM 28MHz-30MHz ー12dBz (0.25V) 以下 
低 周波 出力 1.5W (80、10% ひ ずみ 時 ) 


低 周波 負 符 イン ピー ダン ス 


トー た コチ - - 


ご 注意 
1. JAIA( 日 本 アマ チュ ア 無 線 機器 工業 会 ) で 定め た 測定 法 に よる 。 
2. 定格 は 技術 開発 に 伴い 変更 する こと が あり ます 。 


ンク 
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6 . DSP-100( オ プシ ョ ン ) 

オォ プ ション の DSP-100 と 組合 わせ る こと に より 、TS- 
850 の 機能 を る ら に 高め る こと が で きま す 。 

DSP-100 で は 受信 に デジ タル 処理 し た PSN 検 波 を 採 
用 し て いま す 。 キ ャ リヤ ポイ ント 周波 数 か ら 反 対 側 の 不 
要 サ イド バン ド 側 の 信号 は 位相 操作 に より キャ ン セ ル さ る 
れ ま す の で 、SSB で は 広い IF フィ ルター と 組 会 わせ て 低 
域 か 6 高 域 ま で 幅 の 広い 信号 を 再生 する こと が で きま す 。 
次 の 図 は 6dB 帯 域 、6kHz の AM 用 IF フィ ルター で USEB 信 
号 を 受信 し た 時 の 検波 出力 特性 を アナ ログ 検波 、DSP- 
100 の デジ タル PSN 検 波 で 比較 し た も の で す 。 


検波 可能 信号 


キャ リヤ ポイ ント キャ リヤ ポイ ント 
アナ ログ 検波 デジ タル PSN 検 波 


図 に 示 き れる よう に USB モ ー ド の キャ リヤ ポイ ント 
は フィ ルター の 中 心 周波 数 か 61.5kHz オ フ セ ッ ト し た 
点 に あり ます の で USB 信 号 を 受信 し た 場合 は キャ リヤ 
ポイ ント か ら 4.5kHz ま で の 変調 波 を 再生 可能 で す 。( キ 
ャ リヤ ポイ ント 近く の 周波 数 の 再生 能力 は 検波 後 の オ ー 
ディ オ 周 波数 特性 に よっ て 決ま り ま す 。) 

キャ リヤ ポイ ント か ら 6 反対 側 の 1.5kHz の 中 に 信号 が 
ある 場合 に は 混信 に な り ま す 。 

一 方 デジ タル PSN 検 波 の 場合 に は キャ リヤ ポイ ント 
の 周波 数 を 基準 に する と 、 ロ ー カ ッ ト お よび ハイ カッ ト 
の フィ ルター の 組合 せ を 100、3100 と し た 場合 に は 図 中 の 
右 斜 線 の 部 分 100Hz-3.1kHz の 変調 波 を 再生 可能 で す 。 
キャ リヤ ポイ ント の 反対 側 100Hz 一 1.5kHz で は 50dB 以 
上 抑圧 され て 混信 に は な り ま せん 。 


CW モ ー ド 時 に 2.7kHz で の フィ ルター が 選ば れ だ 時 、 
キャ リヤ ポイ ント は フィ ルター の 中 央 に セッ ト さ る れ ま す 
の で 、 検 波 き れる 信号 は ロー カッ ト フ ィ ル ター が 400Hz 
の 時 は 図 の よ う に 400Hz 一 1.35kHz と な り 、 キ ャ リヤ ポ 
イン ト の 反対 側 に 入っ て 〈 る 信号 は 抑圧 され ます 。 


400Hz 一 、 | 癌 350Hz 


抑圧 され ます 


f0 
キャ リヤ ポイ ント 


し だ が っ て 2.7kHz の フィ ルター で CW を 聞い て いる 
に も か か わら ず 、 リ ン ギ ング の 少な い 比 較 的 狭い 淀 域 で 
信号 を 聞く こと が で きま す 。 強力 な 信号 も ゼロ ビー ト を 
境 に バッ サリ 開く こえ なくなり ます の で 今 ま で に な い 未 体 
験 な ゾー ン を 経験 する こと が で きま す 。 

SSB の 送信 で は DSP-100 の フロ ント パネ ル に ある フ 
ィ ル ター 切り 換え スイ ッ チ の HPF( ロ ー カ ッ ト )、LPF 
(ハイ カッ ト ) の 組合 せ で 好み の 送信 音質 を 作る こと が で 
きま す 。 ス イッ チ の 組合 せ を 100Hz、3100Hz に すれ ば 低 
域 か 6 高 域 ま で の 広い 音 、400Hz、3100Hz で は ロー カッ 
ト し た 通り の 良い 音 、400Hz、 2650Hz で は 狭い 感じ の 音 
と な り ま す 。CW の 送信 で は 波形 の 立ち 上 り 時 間 を 2ms/ 
4ms ま だ は 6ms/8ms に 切り 換え を る こと が で きま す 。 

どの 時 定数 の 波形 で も 、DSP に より 作ら れ た キー クリ 
ッ ク の 少な いき れい な 波形 で 、 波 形 の 固 さ る を 変え る こと 
が で きま す 。2ms で は 固い 感じ の 音 、8ms で は 丸まっ た ソ 
ンド WERE の 衣 に な り ま す 。 キ ー ク リッ ク の 少な い 2ms 
の 立ち 上 り の CW 波 形 は 、 ア ナ ロ グ 方 式 の 抵抗 、 コ ユン デン 
サ に よる 積分 回 路 も 用 いた キー クリ ッ ク フ ィ ル ター で は 
実現 キミ せる の は 困難 で す 。 

FSK の 送信 も 、 マ ー ク ・ ス ペー ス の 切り 換わり 時 の 位 
相 を 連続 的 に 変化 きせ る こと に より 、 キ ー ク リッ ク の 少 
な い 、 受 信 側 で の 文字 欠け や ビッ ト エ ラー の 少な いき れ 
いな 電波 を 送り 出す こと が で きま す 。 


oO く い し CW フ ィ ル ター 
> フン ショ ンマ " YK-88C-1 \7,000( 税 別 ) 
オ 臣 YK-88CN-1  \8,000( 税 別 ) 
YG-455C-1 \|17,000( 税 別 ) 
YG-455CN-1  \|19,000( 税 別 ) 


DC 安定 化 電源 

PS-31 \28,000( 税 別 ) 
(D、V タ イプ 用 ) 

PS-52 \38,000( 税 別 ) 
(D、V、S タ イプ 用 ) 


DC 電源 コー ド 

PG-2S \2.000( 税 別 ) 
(D、V タ イプ 用 ) 

PG-2X  \2.800( 税 別 ) 
(S タ イプ 用 ) 


デジ タル レコ ー デ ィング ユニ ミッ ト 


DRU-2  \14,500( 税 別 ) 


イン ター フェ イス 
外部 スピ ー カ ー IF-232C \9,900( 税 別 ) 


SP-31 \|2.600( 税 別 ) 


は の アル 

TL-922 \285,000( 税 別 ) 
マイ クロ ホン 

MC-43S \3,100( 税 別 ) 
UP/DOWN ス イッ チ 付 

ハン ド マ イ クロ ホン 


デ 


パワ ー ア ッ プ キッ ト 
PA-440  \28,000( 税 別 ) 


MC-60S8 \|2,400( 税 別 ) 
卓上 型 マ イク ロホ ン 単 一 指向 性 
ダイ ナミ ッ ク 型 


MC-80 \8.630( 税 別 ) 
卓上 型 マ イク ロホ ン 無 指向 性 
エレ クト レッ トコ ン デ ン サ ー 型 の - 
MC-85 \17,900( 税 別 ) | | 
卓上 型 マ イク ロホ ン 単 一 指向 性 | 

エレ クト レッ トコ ン デ ン サ ー 型 


ヘッ ド フ ォ ン 
HS-5 \5,800( 税 別 ) 
HS-6  \3,800( 税 別 ) 


ステ ーション モニ ター 


SM-230 \|39,000( 税 別 ) 


温度 補償 型 水 晶 発振 ユニ ッ ト 
SO-2  \20,000( 税 別 ) 


ーー ドル 
VS-2  \5,900( 税 別 ) 
デジ タル シグ ナル プロ セッ サー 
DSP-10U \85,000( 税 別 ) 


SSB フ ィ ル ター 
YK-88SN-1  \8,000( 税 別 ) 


※ こ の ペー ジ の 商品 の 価格 は すべ て 消費 税別 で す 。 


8 一 1 JARL 保 証 認 定 の 場合 
(|) TS-850V の 場合 
市 販 の 申請 書 に 下記 の 事項 を まち が いな く 記 入 の 上 、 申 請 し て 下さ い 。 


無線 局 事項 書 及び 電波 の 型式 周波 数 革 電波 の 型式 
工事 設計 書 3M 竹 放 際 電 0 YA ーー。 | AIA3J. A3. F3 . ) 
〕 
] 
] 
] 
] 
] 
] 
] 
設計 第 | 送信 機 第 2 送信 機 | 第 3 送信 機 
|.9MHz 帯 . AI : 
3.5MHz 帯 .! Al.! A3J. A3 
発射 可能 | 3.8MHz 帯 .!Ali A3J. A3 
な 電波 の | .. 7MHz 帯 .! Al A3J. A3 
型式 、 周 
波数 の 範 | ] 
2IMHz 帯 .! Ali A3J. A3 
24MHz 帯 .! Al: A3J. A3 
28MHz 帯 .! Ali A3J、A3.F3 了 
語 の |43」 平衡 変 調 
Se F3 リア クタ ンス 変調 
方 式 | ム 3 低 電力 変調 
終 | 名称 個数 | 2SC 2509x2 ※ 沈 
電圧 . 入力 13.8V 40W V W V 開 
し か 周 流 数 測定 装置 A 有 ( 誤 差 ) B 無 
その 他 エ 設計 | 電波 法 第 3 章 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる | 添付 図面 送信 機 系 統 較 
保証 願 周波 数 | 空中 線 電 カ 電波 の 形式 登録 機種 の 登録 番号 若しくは 名 称 、 又 は 発 
i1.9MHz | 10W 1 iA 射 可能 な 電波 の 型式 、 周 波数 の 範囲 
3.5MHz 10W AI A3J. A3 第 | 送信 機 | TS-850V 
3.8MHz IOW | AL A3J A3 第 2 送信 機 
に 1 」 
第 3 送信 機 
2 トー ご 
信 | 第 4 送信 機 
第 5 送信 機 
= 
了 
に さ 


ご 注意 
1. 第 4 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 の 方 は 、 必 ず A1 お よび 1.9MHz 帯 を 削除 し て 下さ い 。 
2. 第 3 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 の 方 は 、 必 ず 10MHz 帯 、14MHz 帯 を 削除 し て 下さ い 。 
第 4 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 の 方 は 、 必 ず 10MHz 帯 、14MHz 帯 、18MHz 帯 を 削除 し て 下さ い 。 
3. ※ 使 用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て 下さ い 。 


25 


(2) TS-850D の 場合 


第 3 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 以上 の 資格 が 必要 で す 。 


市 販 の 申請 書 に 下記 の 事項 を まち が いな く 


記入 の 上 、 申 請 し て 下さ る い 。 


無線 局 事項 書 及 び 電波 の 型式 電波 の 型式 
工事 設計 書 Al .A3J. A3. F3. 
NAS 
本 病 3 
24M Al .A3J. A3 . | | | 
22 工 事 設 第 | 送信 機 第 2 送信 機 第 3 送信 機 
1.9MHz 帯 . Al 
3.5MHz 帯 。 Al. A3J.A3 
発射 可能 | 3.8MHz 帯 , Al. A3J.A3 
な 電波 の | 7MHz 帯 . Al. A3J. A3_ 
・ 10MHz 帯 , Al、A3J) 
当 冊 14MHz 帯 . Al. A3J. A3 
波数 の 範 | jsMHz 帯 . Al. A3J) A3 
囲 2IMHz 帯 . Al. A3J. A3 
24MHz 帯 。 Al. A3J.A3 
28MHz 帯 。 Al. A3J. A3. F3 
変調 の | 23J 平衡 変調 
ンー | F3 リア クタ ンス 変調 
方 式 | A3 低 電 力 変調 
名 和 ※ 個 数 | SC 2879 2 x 
鐘 0 
管 電 圧 . 入力 | 13.8V 90W V W V W 
※ 周波 数 測定 装置 A 有 ( 誤 差 ) 
その 他 工事 設計 | 電波 法 第 3 章 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる 添 付 面 送信 機 系 統 図 
保証 原 周波 数 | 空中 線 電 カ 電波 の 形式 登録 機種 の 登録 番号 若しくは 名 称 、 又 は 発 
1.9MHz 25W Al 射 可能 な 電波 の 型式 、 周 波数 の 範囲 
3.5MHz 25W Al . A3J. A3 第 | 送信 機 | TS-850D 
3.8MHz 25W Al . A3J. A3 第 2 送信 機 
7MHz 25W AI. A3J、 A3 送 | 第 3 送信 機 」 
IOMHz | 25W_ 1 Al . A3J ! _| 第 4 送信 機 
に ーーーーー トーーーーー ト ーーーーーーー 信 
14MHz | 25Ww | Al A3J. 3 第 5 送信 機 
1 ーー 斉 人 o ス 工 
18MHz 25W Al . A3J. A3 第 6 送信 機 
21MHz 25W AI. A3J. A3 
2 25W Al . A3J. A3 
] 
28MHz 25W 3 
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第 3 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 の 方 は 、 必 ず 10MHz 葵 、14MHz 帯 を 削除 し て 下る い 。 
※ 使 用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て 下さ い 。 


(3) TS-850S の 場合 
50W 局 また は 100W 局 を 申 


請 する 場合 


第 2 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 以上 の 資格 が あり 、TS-850S で 申請 する 場合 、 


請書 


市 販 の 申 


A. 50W 局 の 場合 


に 下記 の 事項 を まち が いな く 〈 記 入 の 上 、 申 請 し て 下さ い 。 


無線 局 事項 書 及び 電波 の 型式 周波 数 甘 | 機電 カ 電波 の 型式 
工事 設計 書 28M 50 Al .A3J. A3. F3. ) 
.A3J. A3 . ] 
財 人 33 1 ) 
.A3. 」 ) 
] 
、A3. ] 
が ] 
馬 人 26 ) ) 
際 上 3 Y ) 
第 | 送信 機 第 2 送信 機 第 3 送信 機 
1.9MHz 帯 . Al 
3.5MHz 湯 . Al. A3J. A3 
発射 可能 3.8MHz 葵 。 Al. A3J. A3 
な 電波 の 7MHz 帯 . Al. A3J.、A3 
I0MHz 帯 . Al. A3J 
民 式 、 半 4MHz 帯 。 Al  A3J. A3 
波数 の 範 | jaMHz 昌 。Al. A3J. A3 
囲 2IMHz 此 . Al. A3J.、A3 
24MHz 上 帯 . Al. A3J、A3 
28MHz 帯 . Al. A3J、 A3. F3 
A3J 平衡 変調 
の 
節 調 F3 リア クタ ンス 変調 
方 式 | ム 3 低 電力 変調 
終 | 名 称 個数 | 2SC 2879x2 ※ ※ 
管 乾 圧 . 入 力 | 13.8V 160W V W V W 
トン EDU 周 流 数 測定 装置 A 有 ( 誤 差 ) B 無 
その 他 エ 事 設 計 | 電波 法 第 3 章 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる | 添付 図面 送信 機 系 統 図 
保証 願 空中 線 電力 電波 の 形式 登録 機種 の 登録 番号 若しくは 名 称 、 又 は 発 
50W 射 可能 な 電波 の 型式 、 周 波数 の 範囲 
本 AG 八 き 第 | 送信 機 | TS-850S 
。 A3J. A3 第 2 送信 機 
7MHz 50W Al . A3J. A3 送 | 第 3 送信 機 
10MHz 50W Al . A3J 第 4 送信 機 
信 
14MHz 50W Al . A3J. A3 第 5 送信 機 
機 | | 
18MHz 50W le 8 議 ) 第 6 送信 機 
ョ 了 二 康 
21MHz 50W Al 。 A3J. | A3 
ーー=l 
24MHz 50W Al . A3J. A3 
28MHz 50W 全 AA2U つ SA3RTNF3 
ご 注意 


※ 使 用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て 下さ い 。 
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B. 100W 局 の 場合 


無線 局 事 項 書 及び 
工事 設計 書 


保証 願 


ーー 


A3」 平衡 変調 


周波 数 帯 ⑯⑩ | 電波 の 型式 電波 の 型式 
本 ME 100 コト CA 二 生 Al .A3J. A3. F3. 
3.5M 。 ,| 1I00 ,| Al.A3J. A3. ] 3 J 
3.8M 100 Al .A3J. A3 . J J 
1 に ニ | 
7M I00 ,| Al.A3J. A3. | 5 〕 
AI . A3J. J J 
AI .A3J. A3 . ) 
Al .A3J. A3 . ) ] 
0 
Al.A3J. A3 . ) Bl 
Al .A3J. A3. ) 8 
1 5 の Py 5 
22 工 事 設計 | 第 | 送信 機 第 2 送信 機 第 3 送信 機 
1.9MHz 帯 . Al 
3.5MHz 帯 。 Al. A3J. A3 
発射 可能 | 3.8MHz 帯 . Al. A3J. A3 
な 電波 の 7MHz 上 帯 . Al. A3J. A3 
I0MHz 帯 . Al. A3J 
電 
es 財 | 」4MHz 帯 。Al. A3J A3 
波数 の 範 | jsMHz 帯 Al. A3J.A3 
2IMHz 帯 . Al. A3J. A3 
24MHz 帯 。 Al. A3J. A3 
28MHz 帯 。 Al. A3J. A3. F3 


レ 4k ま 所 の 
3 F3 リア クタ ンス 変調 
方 式 | ム 3 低 電力 変調 
軸 名 称 個数 | 2SC 2879X2 ※ しく 
久 電 圧 . 入力 | 13.8V 220W( た だ し 、28MHz 帯 は 160W) v 陳 v W 
2 周 流 数 測定 半 置 A 有 ( 誤 差 ) B 無 
その 他 エ 設計 | 電波 法 第 3 章 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる | 添付 図面 送信 機 系 統 図 民 
周波 数 | 空中 線 電力 電波 の 形式 登録 機種 の 登録 番号 若しくは 名 称 、 又 は 発 
|-9MHz | 100W | Al. 射 可能 な 電波 の 型式 、 周 波数 の 範囲 
3.5MHz 100W Al ASJ 軸 AS 弟 | 送信 機 | TS-850S 
3.8MHz 100W AA3JY A3 弟 2 送信 機 
7MHz 100W Al . A3J. A3 送 | 第 3 送信 機 
10MHz 100W Al . A3J 第 4 送信 機 
- オ 信 
14MHz 100W 人 AI 隊 AGUI 朗 AS 第 5 送信 機 
押 まま 
18MHz 100W AI 二 A3U 生 AS 弟 6 送信 機 
21MHz 100W Al . A3J. A3 
24MHz 100W Al IA3JT AS3 
28MHz 50W 人 A 旧 A3U 二 AA3 ES 
ご 注意 


※ 使 用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て くだ さい 。 


(4) TS-850V に PA-440 を 取り 付け た 場合 


市 販 の 申請 書 に 下記 の 事項 を まち が いな く 記 入 の 上 、 申 請 し て 下さ い 。 
※ 印 の 筒 所 に は 、 下 記 の 表 よ り 該 当 す る 事項 を 記入 し て 下さ い 。 


無線 局 事項 書 及び 電波 の 型式 
工事 設計 書 
志 て 上 
A3J. A3. 〕 J 
A3J. A3 . ] 8 J 
A3J. A3 . ] 1 ] 
22 工 事 設 計 第 | 送信 機 第 2 送信 機 第 3 送信 機 
1.9MHz 革 Al 
3.5MHz 帯 。 Al. A3J. A3 
発射 可能 | 3.8MHz 革 Al. A3J.A3 
な 電波 の 7MHz 帯 . Al. A3J. A3 
I0MHz 帯 。Al. A3J 
型式 周 | 」AMHz 舌 Al A3J A3 
濾 数 の 範 | jsMHz 革 Al. A3J. A3 
2IMHz 帯 . Al. A3J. A3 
24MHz 帯 。 Al. A3J. A3 
28MHz 帯 、 Al. A3J. A3. F3 
語 の |A3 平 稀 変 調 
Se F3 リア クタ ンス 変調 
方 式 | ム 3 低 電力 変調 
終 | 名 称 個数 | 2SC 2879 x2 x x 
久 電 圧 . 入力 ※ 2 V w V 開 
人 玉 周波 数 測定 装 置 A 有 ( 誤 差 ) B 無 
その 他 工 事 設計 | 電波 法 第 3 章 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる 添 付 面 送信 機 系 統 図 
保証 原 周波 数 | 空中 線 電 カ 電波 の 形式 登録 機種 の 登録 番号 若しくは 名 称 、 又 は 発 
1.9MHz ※ 1 AI . 射 可能 な 電波 の 型式 、 周 波数 の 範囲 
3.5MHz ※ | Al . A3J. A3 第 | 送信 機 0 kao 
3.8MHz ※ | Al . A3J. A3 ] 第 2 送信 機 
7MHz ※ | Al . A3J. A3 送 | 第 3 送信 機 
ー! 由 
10MHz ※ | Al . A3J 第 4 送信 機 
14MHz ※ | A3J. A3 第 5 送信 機 
機 
18MHz 3 A3J. A3 第 6 送信 機 
1 」 
Al . A3J. A3 
」 
Al .A3J. A3 
Al . A3J. A3. F3 
記入 箇所 50W 申 請 時 100W 申 請 時 
※ 1 50 100 
※ 2 13.8V 160W 13.8V 220W 
77Ge( 案 
28MHz 淀 は 、160W ) 
※ 3 使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て 下さ る い 。 


の 


8 一 2 付加 装置 を プラ ス し た 場合 
(|) RTTY の 申請 方 法 

本 機 に より 、 RTTY(Radio Teletype) を 併せ て 申請 す 
る 場合 は 、 電 波 の 型式 欄 に F1 を 追加 記入 し て 下さ い 。 た 
だ し 、1.9MHz 帯 で は RTTY は 許可 きれ ませ ん 。 ま た 、 送 
信 機 の と の 部 分 に 付属 装置 を 付設 し て いる の か を 示す 構 
成 凶 む よび 付属 装置 の 諸 元 を 記載 し た 資料 の 提出 が 必要 
て に すう 
1)RTTY 装 置 の 諸 元 例 
① 方 式 : FSK 方 式 
② 通 信 速 度 : 45.5 ボ ー 
③ 待 号 構 成 : 5 単位 RTTY 符 号 
④ 偏 移 周波 数 170Hz 


(2②RTTY 装 置 と 送信 機 の 接続 


20 


(2) パケ ッ ト 通 信 の 申請 方 法 

本 機 に より 、 パ ケッ ト 通 信 を 併せ て 申請 する 場合 は 、 
SSB モ ー ド を 使用 する とき は F1、FM モ ー ド を 使用 する 
と き は F2 を 電波 の 型式 欄 に 追加 記入 し て 下る い 。 た だ し 、 
F1 は 1.9MHz で は 許可 きれ ませ ん 。EF2 も 1.9ー24MHz 
帯 で は 許可 きれ ませ ん 。 ま だ 、 送 信 機 の どの 部 分 に 付属 装 
置 を 付設 し て いむ る の か を 示す 構成 図 お よび 付属 装置 の 諸 
元 を 記載 し た 衣 料 の 提出 が 必要 で す 。 


① パ ケッ ト 通 信 装 置 の 諸 元 例 


FI の 場合 F2 の 場合 

方 式 AFSK 方 式 AFSK 方 式 

通信 速度 300 ボ ー 1200 ボ ー 

副 搬送 波 周波 数 | 1700Hz 1700Hz 
(パケ ッ ト 通 信 装 置 
に より 異な り ま す ) 

符号 構成 AX.25 プ ロト ュ ル 準拠 | AX.25 プ ロト ュ ル 準拠 | 

偏 移 周 波数 土 100Hz 土 500Hz 


② パ パケ ッ ト 通 信 装 置 と 送信 機 の 接続 


パケ ッ ト 通 信 装 置 


8 一 3 500W 申 請 の 場合 DSP-100 


分 周 
語 守 2 
に 


低 局 波 増 凡 
2SL33245 っ 
DR 
olK3872 の 


リミッタ ー 
TA7302P 


緩 休載 幅 
Zi29781521X82 


SIG まき / 


績 町 増 信 


ん 3 SL/ala/ 


BPF 


縁 作 D 彰 福 チョ ッ ノ YY ーー 
2 の 275142Y 


DA 変換 
72YIB227 が 2 (01 


DDS 


YH6631 YH6631 
DDS DA 変換 
連 生 ト 42 


分 周 (15) 
zPD74HC3905 っ 


波形 整形 | | 縁 白 夫 編 
TS7S04F SHO を 2374 1 2 


緑 信 け 析 還 
KGS22781. を 


8 一 2 付加 装置 を プラ ス し た 場合 
(|) RTTY の 申請 方 法 

本 機 に より 、RTTY(Radio Teletype) を 併せ て 申請 
る 場合 は 、 電 波 の 型式 欄 に F1 を 追加 記入 し て 下さ い 。 た 
だ し 、1.9MHz 帯 で は RTTY は 許可 きれ ませ ん 。 ま た 、 送 
信 機 の と の 部 分 に 付属 装置 を 付設 し て いる の か を 示す 構 
成 図 お よび 付属 装置 の 諸 元 を 記載 し た 資料 の 提出 が 必要 
で て です 5 
(1)RTTY 装 置 の 諸 元 例 
① 方 式 : FSK 方 式 
② 通 信 速 度 : 45.5 ボ ー 
③ 符 号 構 成 : 5 単位 RTTY 符 号 
④ 偏 移 周 波数 ・ 170Hz 


(2②RTTY 装 置 と 送信 機 の 接続 
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(2) パケ ッ ト 通 信 の 申請 方 法 

本 機 に より 、 パ ケッ ト 通 信 を 併せ て 申請 する 場合 は 、 
SSB モ ー ド を 使用 する と き は F1、FM モ ー ド を 使用 する 
と き は F2 を 電波 の 型式 欄 に 追加 記入 し て 下る い 。 だ だ し 、 
F1 は 1.9MHz 帯 で は 許可 きれ ま せん 。F2 も 1.9 一 24MHz 
帯 で は 許可 きれ ませ ん 。 ま た 、 送 信 機 の と の 部 分 に 付属 装 
四 を 付設 し て いる の か を 示す 構成 図 お よび 付属 装置 の 諸 
元 を 記載 し た 資料 の 提出 が 必要 で す 。 


① パ パケ ッ ト 通信 装 置 の 諸 元 例 


Fl の 場合 
AFSK 方 式 AFSK 方 式 


副 搬送 波 周波 数 | 1700Hz 
(パケ ッ ト 通 信 装 置 
に より 異な り ま す ) 
A25 デ ョ ト ュ ァ 
土 500Hz 


偏 移 周 波数 土 100Hz 


1700Hz . 


② パ パケ ッ ト 通 信 装 置 と 送信 機 の 接続 


パケ ッ ト 通 信 装 置 


8 一 3 500W 申 請 の 場合 DSP-100 


混合 
NHC74HC4053 


1 ーー 計 。 
1 
1 
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電圧 増幅 可変 間 混合 BPF 混合 衣 電力 夫人 
3SK131 1sSWI28 3SK131X2 73.05MHz 3SK131X2 2SL2954 
低 周波 
まみ きよ PLL Ts--850S, TS-850D 
HC14568BCL 分 周 電力 才 電力 玉 
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1 TS 一 850V 
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1 
1 
= 1 
1 es 
f 
( | 電力 検出 | や カ 志 
“ \ ビ す 1SS101X2 >-5co x > 
低 司 波 場 編 本 人 は 補語 1 低 周 渋 坦 呈 
き 2SC33245 2SC33245L_+ %2SC33246 % ト 混合 セラ ミッ ク 
と 3SK131X2 5 すす 2 
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2SE27Hi2 2SK208 2SC2712 
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BPF BPF LPF BPF 
SEI27K202 の を 
2SK508 2SC2714 2St2954 2SC295 5 テ 5 二 PT 
2SE27i12 2SA1162 キー ヤー 
村 人 W 本 チョ ッ ハ "一 LPF 電力 電 編 DN プ DFF 
SK508X2 BPF 
2SC2712 (Y の 22 2SC3324X3 2SC2996 
D ノ A 変換 D ノ A 謙 換 PLL 電圧 増 眉 


2 カミ プ 。 CCY の SHEZ9741E2 


D0S 時 生 半 DDS 開 較 DDS 


YH6631 YH6631 YH6631 
DDS DA 変換 LPf 
YH6631 2 27/ 1 


分 周 (15) 半 す 
gzPD74HC3905 


EXD1225Ml 


旧 了 ME 自 大 発振 緑町 増 幅 
ob93k3234X33 2SK210X4 2SL2714 


SS27 1 を 


混合 
SN76514N 


繧 人 増幅 電圧 増幅 | 
2SE2714 2SC2712 BPF 


oiNIIOM9 li31P 


波形 間 形 分 周 了 分 周 還 則 回 E 
TS7S04F 251D ZN/Z (1 グ 2) (1 グ 10) LcYCPAD 作 芝 す (06 
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